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事業地区に隣接する仙台塩釜港（仙台港区）では、平成２３年度から地震・津波に強い港湾

施設の整備を進めています。
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４５フィートコンテナの第１船出航
(2011.9.15)震災後初の外航船が入港

(2011.5.27)

復旧前

復旧後復旧後

復旧前復旧前

復旧後
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津波避難施設

②

仙台市では、「仙台市震災復興計画」に基づき、津波から避難するための津波避

難施設の整備を進めており、地区内においても３号公園内に「津波避難タワー」の

整備が計画され、平成２６年度に工事着手する予定です。

建設予定地（３号公園）

設置場所

施設種類

収容人数 最大２５０人程度

避難タワー

仙台市蒲生字耳取地内
（仙台港背後地３号公園）

施設仕様

避難タワーのイメージ
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※４　「仙台市津波情報伝達システム（仙台市ＨＰ）」より抜粋

情報伝達システム設置状況

（仙台港背後地地区内）

整 備 区 間

（※４）

津波情報伝達システム

仙台市では、津波予報や避難情報を屋外拡声装置からサイレンや音声により一斉

に伝達する「津波情報伝達システム」の整備を進め、当地区内にも既に設置されて

います（※４）。

避難経路の確保

清水沢多賀城線の整備により、国道４５号方面へのアクセスが図られ、津波から

の避難経路が確保されます（※５）。

仙台港背後地地区内においては，東日本大

震災を期に防災意識が向上し、「避難経路の

確認」、「避難マニュアルの見直し」、「避

難訓練の実施」等の取り組みを行っている企

業が出てきています。

また、新たに一次避難場所としての「避難

ビル」の指定申請を行っている企業も出てき

ています。

立地企業の取り組み

（※５）
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伝承・減災プロジェクト

宮城県土木部では「３．１１伝承・減災プロジェクト」の名のもと、被災事実を

後世に伝承し、迅速な避難行動につながる様々な試みに積極的に取り組んでいます。

プロジェクトの一環として、を今回の津波の浸水区域や浸水高さを現地に標識等

で表示する「津波浸水表示板設置」を進めており、地区内にも２箇所（計４枚）の

表示板が設置されています。

②①

①

②
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東日本大震災を契機に創設された特区制度や企業立地補助金制度を活用することにより、

仙台港背後地事業地区内に新たに企業立地等する場合には、税制上の特例措置や用地取

得費用等の補助を受けることができるようになりました（平成２６年３月現在）。

① 税制上の特例措置

【宮城県民間投資促進特区（ものづくり産業】

東日本大震災特別区域法（復興特区法）に基づき、宮城県及び県内33市町村で共同

申請した「宮城県民間投資促進特区（ものづくり産業）」が、平成24年2月9日に認

定されたことにより、仙台港背後地地区内でも新規投資や被災者雇用等の対象事業要

件に該当する企業に対して、税制上の特例措置が受けられるようになりました。

また、高砂中央公園予定地でも、公園内に立地予定の水族館を中心とした集客・交

流関連業種に対して、税制上の特例措置が受けられる「仙台港背後地交流推進特区」

が、平成25年4月12日に認定されています。

仙台港背後地土地区画整理事業地区における

優遇制度対象区域
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② 用地の取得費用等における補助

【 津波・原子力災害被災地域 雇用創出企業立地補助金】

東日本大震災で特に大きな被害を受けた津波浸水地域及び原子力災害により甚大な

被害を受けた警戒区域等であって避難指定が解除された地域の産業復興を加速するた

め、平成２５年度の新規事業として標記の「企業立地補助制度」が創設されました

（平成２５年度予算額 １，４００億円）。

これにより、用地の取得費用などの初期投資額について最大で１／２の補助が受け

られるようになりました。

【対象経費】

① 土地取得費（賃借料は対象外）

② 建物及び機械設備等の取得費

③ ①と②に合わせて実施する付帯工事費

※5千万円未満の投資案件は補助対象外

【補助率】（仙台港背後地土地区画整理事業地区内）

【上限額】（仙台港背後地土地区画整理事業地区内）

・外部審査委員会の評価が特に高い案件は、50億円。

・その他の場合は、30億円。

※個別の投資案件の補助率は、「外部審査委員会の評価結果」によって決定されます。

○工場立地に係る初期投資額（当該事業の用に供するものに限る。）

◆大 企 業 １／３ 以内

◆中小企業 １／２ 以内

制度上の優遇措置

公募状況

＜１次募集＞

公募期間 平成２５年５月２７日～平成２５年７月３１日

応募件数 宮城県内 ４５件 うち地区内 ５件

採択件数 宮城県内 ４３件 うち地区内 ５件

＜２次募集＞

公募期間 平成２５年１２月２０日～平成２６年２月2４日

応募件数 宮城県内 ５１件 うち地区内 5件

採択件数 ※審査結果の通知・公表は、４月下旬頃の予定。
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　（３）土地利用状況

未来をえがく、ゆめのあるまち。　　
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東日本大震災後停滞していた土地利用が回復し、新たな企業の進出も進んでいます。

また、平成１５年度から地区内の土地利用の増進を図るため事務所に「土地利活用相談窓

口」を設置し、購入や賃貸に関する相談やお問い合わせに対して、積極的な支援を行っていま

す。

土地利用状況図 （平成２５年 ４月 ８日 現在）

土地利活用相談実績 （平成２６年２月２８日 現在）

賃貸 購入 賃貸又は購入 計

216 285 83 584

27 35 6 68

42 38 9 89

41 27 9 77

17 51 8 76

343 436 115 894

平成２４年度

平成２３年度

平成２２年度

平成２１年度まで

相談の実績

計

平成２５年度
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　（４）建築物等の許可状況

未来をえがく、ゆめのあるまち。　　
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許可申請件数（年間）

許可申請件数（平成３年度から平成２５年度）

件（数）

件（数）

（※６）

区画整理法第７６条に基づく許可申請数についても東日本大震災以降増加しており、産業復

興が進むとともに、地区内に新たに進出する企業も出てきています。

区画整理法第７６条（抜粋）

施行地区内において、土地区画整理事業の施行の障害となるおそれがある土地の形質の変更若しくは建
築物その他の工作物の新築、改築若しくは増築を行い、又は政令で定める移動の容易でない物件の設置
若しくは堆積を行おうとする者は、国土交通大臣が施行する土地区画整理事業にあつては国土交通大臣
の、その他の者が施行する土地区画整理事業にあつては都道府県知事（市の区域内において個人施行者、
組合若しくは区画整理会社が施行し、又は市が第３条第４項の規定により施行する土地区画整理事業にあ
つては、当該市の長。以下この条において「都道府県知事等」という。）の許可を受けなければならない。

東
日
本
大
震
災

（※６）
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第７章　地区の復旧・復興状況

　（５）保留地の販売状況

全保留地 176画地 25.5ha
契約済み 134画地 76.1% 16.7ha 65.5% 67.6%

未来をえがく、ゆめのあるまち。　　

みなと仙台ゆめタウン

11,098百万円
16,415百万円

4,000

9,000

14,000

19,000

24,000

29,000

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

販売金額 販売面積

平成９年度から保留地処分を始めて、これまで約１6．7haを販売しました。東日本大震災以

降も好調な販売状況となっており、着実に保留地の処分が進んでいます。一般住宅用地につ

いては，完売いたしました。

（百万円）

（（※６） Ｈ２５．４．１ ～ Ｈ２６．３．７）

（ｍ２）

（※６）

東
日
本
大
震
災

（Ｈ２６．３．７ 現在）
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　（６）仙台港ＩＣの開通

未来をえがく、ゆめのあるまち。　　
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（※７）

平成２４年１２月１日に仙台東部道路仙台港ＩＣが地区内に新設されました。今回開通となっ

た仙台港ＩＣは、仙台東インターチェンジと仙台港北インターチェンジの間に位置し、東北唯一

の国際拠点港湾である「仙台塩釜港」と直結する非常に重要なインターチェンジです。

仙台港ＩＣの開通により、地区内には近接する仙台港北ＩＣと合わせてアクセスが一層向上しま

した。

※７ 国土交通省東北地方整備局 仙台河川国道事務所ＨＰより

（※）７（※）７
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　仙台港ＩＣ開通式の様子

未来をえがく、ゆめのあるまち。　　

みなと仙台ゆめタウン

インターチェンジ付近

主催者代表挨拶（左から橋本清仁国土交通大臣政務官，村井嘉浩宮城県知事，奥山恵美子仙台市長）

トヨタ輸送の21メートルフルトレーラー

三陸運輸の45フィートコンテナ車

塩釜港運送のウイングトレーラー

テープカットの様子
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（７）仙台水族館（仮称）の建設

未来をえがく、ゆめのあるまち。　　

みなと仙台ゆめタウン

高砂中央公園における水族館計画は、三井物産㈱ほか５社及び(一財)民間都市開発推進

機構が出資する仙台水族館開発㈱が設置し、㈱横浜八景島との連携により運営を行う民間プ

ロジェクトで、平成27年春の開業を目指して、現在、事業が進められています。

水族館の開業により、既に開業している三井アウトレットパーク仙台港やカインズモール仙台

港といったショッピングモールと合わせて、背後地地区が「一大交流拠点」としてますます発展

することが期待されます。

計画地

● 設置場所：高砂中央公園

● 設置主体：仙台水族館開発株式会社

【事業の概要】

● 開業予定：平成27年春

● 総事業費：約65億円

● 年間入館者見込数：開業初年135万人、安定期85万人

● 建築概要：建築面積6,087㎡、延床面積9,989㎡、地上２階建、鉄骨造

● 設置許可面積：13,493㎡
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外 観

起工式の様子

（Ｈ２５．１２．４）

内観（大水槽） 内観（ショープール）
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